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 「１．序論」 
「（１）研究目的」 
猿島は神奈川県横須賀市にある無人島である。以前私
は何の気なしにふらりとこの島に訪れた。さんさんと日
のふりそそぐ真夏の日であったが、船で島に着くと、釣
り、バーベキューを楽しむ観光客や海水浴客でにぎわっ
ていた。 
 島 1 周歩くのに 1 時間半程度の島だが、なかなか面白
い。浜辺周辺の観光目的の人工的な雰囲気から一変、緑
があふれ、階段を上り、海を見下ろすと急な岸壁が臨め
る。そんな小さな大自然の中に不釣り合いなあまりに綺
麗な舗装された幹道、歴史を感じる煉瓦造りのトンネル、
そして巨大なマンホールのような砲台跡に目を見張っ
た。 
 横須賀から船で約 10 分、距離にして約 1.7km のこの
小さな島が現在の形に至るまで一体どのような歴史が
あったのだろう。 
 本論文では歴史を中心に猿島が横須賀の人々とど
のように関わり、どのような意味を持つ存在であったの
か、ひも解いていくことを目的とする。 
「（２）研究方法」 
本研究では猿島と横須賀の歴史を追っていくだけでは
なく、猿島の変化をピックアップしその変化から猿島が
横須賀の人々における役割について考察し分析してい
く。 
 具体的な方法として 
  
・現在の猿島の調査 
 ・猿島の歴史の調査 
 ・変化が大きく起きた歴史に注目 
 ・変化によって何が変わるかの考察 
 
以上の流れで論文作成を行っていく。 
「２．猿島概要」 
猿島は神奈川県横須賀市にある無人島である。面積約
0.055㎡、周囲約 1,6km、標高が最高 40mと小さい島な
がらも起伏にとんだ地形をしており、様々な環境をつく
りだしている。無人島とはいっても累計 100万人もの人
が来るほど注目されている島で、市営遊園地として開放
されている。 
横須賀市からとても近くにある無人島で、船乗り場か
ら大きく島が見える。船も 3月～11月の間は日に 9往復
と、横須賀－猿島間で頻繁に運行している。それ以外の
月には土日祝日に船がでている。また、島では観光、バ
ーベキュー、海水浴、釣りなどを楽しむことができ、テ
レビや雑誌の撮影やなど、様々な用途で多くの人が利用
している。イベントも行っており、釣り大会をはじめ、
花火大会、猿島脱出ゲームなど様々な催しがおこなわれ
ている。  
 航空写真や外観だけではわからないが、軍艦島であ
った名残が今も強く島に残っていること、縄文時代には
人が生活していたとみられる跡が発見されるなど、さま
ざまな歴史を持った猿島の現在について図 1-3の猿島内
の地図を参考に大きく 6つのポイントにわけて説明して
いく。 
「３．生活の場としての猿島」 
縄文時代の土器などが出土し、縄文時代から生活の場
として猿島が利用されていたことがわかった。どちらも
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猿島の標高の高い場所であり、標高 40m、標高 39m の 2
か所で発見された。 
日蓮洞窟からは弥生時代の土器や人骨が発見された。
縄文時代と違い、標高の高い場所ではなく洞窟で土器が
発見されたことは、猿島での生活のあり方が変化したと
いうことである。 
猿島は江戸時代中ごろから公卿村の鎮守となった。神
域としての猿島には人が住む、島の物を持ち出すなどす
るとたたりがあるとして祭礼以外は島に近づかなくな
った。 
終戦を迎え、横須賀市は猿島を市営遊園地として猿島
を開放した。 
「４．神聖な場所としての猿島」 
猿島について、日蓮が関係する伝説が多く残されてお
り、「日蓮伝説」、「大蛇伝説」、「ほら貝伝説」、「猿
伝説」などが有名である。 
猿島以外にも 9 の島（岩礁）がありすべてを合わせて
十島、縁起をかついで豊島と呼ばれていた。しかし、島
とはいっても 9 つの島はどれも岩礁であり、島は猿島だ
けであった。 
春日大社は 1716(享保 2)年、堀之内に猿島の春日大社
の拝殿として建てられた。1881(明治 14)年に本殿として
堀ノ内に移動してきた。拝殿だったころは猿島に向かっ
て祈るように作られていた。また本殿が猿島にあったこ
ろ、境内は猿島全体であったといわれている。 
「５．防衛の場所としての猿島」 
1846(弘化 3)年に米大使が浦賀、長崎港にフランスの
船、相模湾にデンマークの船が相次いで来航した。そこ
で、観音崎から旗山、十石、猿島までのラインを防衛の
要として注目をし、猿島が変化をしていった。 
砲台の整備を進めた日本であったが、1853(嘉永 6)年
にペリーが猿島をこえて金沢沖に乗り入れて碇をおろ
し停泊した。日本の大砲の技術力がアメリカと比べあま
りにも低かったため何の脅威にもならなかった。 
日本は開国をし、猿島は海軍の管轄に含まれることが
決まったが、海軍は何も手を加えることがなく、猿島は
だんだんと荒廃していった。 
陸軍所轄になり猿島は主に掘り込み式とし、外からは
様子がわかりにくくした。 
終戦を迎え、防衛の役目を終えた後もそのままの形態
をたもちながら時がたち現在にいたるのである。 
「６．結論」 
縄文・弥生時代において猿島は横須賀の人々にとって生
活の一部でありとても身近な場所であった。しかし、海
抜の変化により段々と猿島が生活の場から離れて行っ
てしまった。そして、中世時代になると一変し、さまざ
まな伝説が生まれ、猿島は神聖な場所となった。管轄の
後退や戦争などの歴史を経て、レジャーや歴史探索など
様々な目的で多くの人が訪れる地となった。 
 かつて人々は猿島を信仰の対象として崇めていた。春
日神社が猿島から堀ノ内に設置する際にも堀ノ内から
猿島に向かって祈るように作られるなど、当時の人々の
信仰心がうかがえる。 
 現代においても海を挟んでみる特別感や、猿島の中に
入った時の外界から隔離された印象を受ける。また、砲
台跡や軍事施設など非日常的な空間を求め人は猿島に
訪れる。 
 これらのことから、人は猿島に対し特別な感情を抱
いていることがうかがえる。伝説やお祭りが今でも続き、
現代まで猿島は神秘的な島として横須賀の人々の心の
支えとして存在している。 
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